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以上の結果， Hansenula anomala を使用するトリプトファン醗酵については，紫外線照射による
菌株の改良，環境諸因子の検討の他，そのプロセス特性に基く培養制禦等，生物化学工学的手法の導
入によって非常な生産性の向上がもたらされた。
論文の審査結果の要旨
本研究は L- トリプトファンの醗酵生産に関する諸条件を詳細に検討し，特に溶存酸素濃度と増殖
および醗酵生産の関係を明らかにし，そのプロセス特性の増殖相関性を究明し，これらの結果を基礎
としてプロセス管理の方法を考案した。又，先駆物質としては，アントラニノレ酸，イサトイン酸の他
にインドーノレについても検討し，注目すべき諸結果を得ている。よって，本論文は醗酵工学に寄与す
るところが大きく，博士論文として価値あるものとみとめる。
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